
第
２
次
遠
野
市
総
合

計
画
基
本
構
想
の
策

定
向
け
た
第
１
次
基

本
構
想
の
総
括
は

問
い
ま
ま
で
の
実
態
を

ど
う
捉
え
る
の
か
。

答
平
成
27
年
で
10
年
と

な
る
が
市
民
と
一
体

と
な
り
、
計
画
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
実
行
さ
れ
た
。

問
農
業
は
ど
う
変
わ
っ

て
来
た
と
思
っ
て
い

る
か
。

答
関
係
機
関
・
団
体
等

が
一
体
と
な
っ
て
ア

ス
ト
を
立
ち
上
げ
、タ
フ
・

ビ
ジ
ョ
ン
に
取
組
な
が
ら

農
家
支
援
を
し
て
き
た
。

問
農
業
人
口
が
少
な
く

な
る
現
在
、「
足
腰

の
強
い
農
業
を
」
と
い
っ

て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る

の
か
。

答
農
業
も
こ
の
10
年
で

だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き

て
い
る
、
稲
作
の
み
で
農

業
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
中
で
、畜
産
、

特
に
も
和
牛
が
い
ま
安
定

し
て
き
て
い
る
の
で
、
そ

の
状
況
を
踏
ま
え
て
農
業

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

計
画
し
て
い
く
。

問
後
継
者
の
育
成
を
し

な
が
ら
、
６
次
産
業

化
の
考
え
で
販
路
拡
大
等

を
計
画
す
べ
き
と
考
え
る

が
。答

大
綱
ご
と
に
考
え
る

の
で
は
な
く
、
重
要

課
題
は
複
合
的
に
考
え

て
、
第
１
次
産
業
に
も
取

組
み
、
12
月
で
披
露
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

問
大
綱
そ
れ
ぞ
れ
の
実

績
を
踏
ま
え
た
上

で
、
第
2
次
基
本
構
想
は

市
民
の
期
待
を
凝
縮
さ
れ

た
計
画
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
。

答
基
本
構
想
を
踏
ま
え

て
計
画
を
審
議
中
で

あ
り
、
総
合
的
に
課
題
を

見
出
し
、
基
本
理
念
を
基

に
計
画
に
反
映
さ
せ
て
、

12
月
に
は
皆
さ
ん
に
お
見

せ
し
た
い
。

放
射
性
物
質
対
策
に

要
し
た
費
用
の
賠
償

請
求
は

問
東
京
電
力
㈱
へ
の
損

害
賠
償
請
求
額
は
。

答
平
成
23
年・24
年
度
分

と
し
て
、５
，３
４
０
万

９
，７
０
０
円
で
あ
る
。

問
原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
解
決
セ
ン
タ
ー
か

ら
示
さ
れ
た
和
解
金
額

１
，４
２
０
万
円
の
内
容
は
。

答
和
解
案
は
、
測
定
費

用
・
機
器
購
入
費
・

そ
の
他
経
費
（
原
木
し
い

た
け
及
び
ホ
ダ
木
処
理
費

用
・
汚
染
牧
草
焼
却
費
用

等
）・
超
過
勤
務
手
当
の

金
額
を
認
定
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
広
報
経
費
と

請
求
の
大
部
分
を
占
め
た

通
常
勤
務
時
間
内
給
与
費

は
不
認
定
。

　

人
件
費
は
震
災
前
後
の

勤
務
変
化
を
客
観
的
に
照

証
明
す
る
必
要
が
あ
り
、

他
市
町
村
の
審
理
状
況
や

顧
問
弁
護
士
へ
の
意
見
照

会
等
か
ら
、
現
実
的
に
は

妥
結
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
判
断
を
し
、
苦
渋

の
決
断
に
至
っ
た
も
の
で

あ
る
。

問
今
後
は
相
手
方
が
認

め
ざ
る
を
得
な
い
内

容
と
方
法
を
検
討
し
請
求

す
る
べ
き
で
は
。

答
平
成
25
年
度
分
と
し

て
、
き
ち
ん
と
精
査

し
た
形
で
３
，６
０
０
万

円
ほ
ど
を
す
で
に
申
し
立

て
・
請
求
し
て
い
る
。

附
馬
牛
診
療
所
休
診

後
の
診
療
確
保
は

問
10
月
以
降
の
休
診
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の

市
民
の
医
療
確
保
と
足
の

確
保
の
見
通
し
は
。

答
休
診
に
つ
い
て
は
平

成
25
年
度
当
初
か
ら

検
討
し
て
き
た
。
現
状
は

患
者
数
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
更
に
は
施

設
の
老
朽
化
が
進
み
、
患

者
に
と
っ
て
も
職
員
に
と

っ
て
も
診
療

環
境
の
悪
化

を
招
い
て
い

る
。
今
後
、

人
口
減
少
や

交
通
事
情
の

進
展
、
多
様

化
す
る
医
療

ニ
ー
ズ
等
に

伴
っ
て
、
患

者
の
減
少
は

更
に
続
く
も

の
と
推
測
さ

れ
る
。

　

改
築
や
移

転
、
診
療
設

備
の
充
実
等

に
は
多
額
の

設
備
投
資
を
要
す
る
。
10

月
を
目
途
に
休
診
す
る
た

め
、
住
民
説
明
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
通
院
の
た
め
の
足

の
確
保
に
つ
い
て
強
く
要

望
さ
れ
て
お
り
、
交
通
対

策
の
担
当
で
あ
る
市
民
協

働
課
と
も
連
携
を
と
り
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問
住
民
説
明
会
に
出
席

さ
れ
た
方
々
が
少
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
こ
れ
で
住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
た
と
判
断
し
て

い
る
の
か
。

答
住
民
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
、
区
長

会
に
説
明
し
、
そ
の
後
対

象
と
な
る
４
区
か
ら
７
区

ま
で
行
政
区
ご
と
に
開
催

し
、
総
体
で
60
名
ほ
ど
が

出
席
さ
れ
、
市
の
示
す
案

に
協
力
の
姿
勢
を
い
た
だ

い
た
。
一
方
、
様
々
な
要

望
も
あ
り
、
検
討
し
な
が

ら
事
務
を
進
め
て
い
る
。

問
休
診
の
期
間
と
今
後

の
方
針
決
定
時
期
に

つ
い
て
。

答
明
確
に
決
め
て
い
な

い
が
検
証
に
は
時
間

を
か
け
な
い
で
、
27
年
度

中
に
方
針
を
示
し
た
い
。

菌
床
し
い
た
け
生
産

へ
の
助
成
と
成
果
は

問
菌
床
し
い
た
け
生
産

資
材
導
入
事
業
費

３
，５
６
４
万
円
の
内
容

と
、
以
前
も
助
成
し
て
き

た
そ
の
成
果
は
。

答
放
射
能
の
風
評
被
害

を
受
け
て
い
る
生
産

者
に
、
菌
床
購
入
費
２
分

の
１
を
補
助
す
る
も
の

で
、
放
射
能
影
響
対
策
へ

の
支
援
は
今
年
度
で
終
わ

る
が
、去
年
は
22
万
床
に
、

今
年
度
は
66
万
床
に
補
助

し
生
産
の
維
持
を
図
り
な

が
ら
最
低
で
も
生
産
額

２
億
円
を
目
指
し
た
い
。

原
木
し
い
た
け
生
産

へ
の
動
向
は

問
原
木
し
い
た
け
生
産

は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。
県
下
他
市
町
村
で
は

様
々
な
取
組
が
紹
介
さ

れ
、
着
々
と
前
に
進
ん
で

い
る
が
。

答
４
月
に
出
荷
制
限
解

除
さ
れ
た
９
名
の
う

ち
、
３
名
が
出
荷
前
検
査

で
出
荷
が
可
能
と
な
っ

た
。
残
る
６
名
は
、
こ
と

し
秋
に
収
獲
さ
れ
る
し
い

た
け
を
検
査
す
る
。
生
産

量
は
ま
だ
少
な
い
が
、
７

月
１
日
に
し
い
た
け
共
進

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
Ｐ

Ｒ
に
努
め
る
。

問
議
長
に
対
し
て
市
内

農
家
か
ら
陳
情
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
精
一
杯

が
ん
ば
っ
て
い
る
中
で
の

陳
情
で
あ
り
、
前
に
進
め

る
べ
く
導
く
の
が
我
々
の

役
割
で
は
な
い
か
。

答
市
な
り
の
応
援
の
仕

方
が
あ
る
と
思
い
、

こ
と
し
９
月
の
補
正
予
算

に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

生
産
者
に
寄
り
添
い
、
そ

の
意
向
を
汲
み
な
が
ら
支

援
策
を
講
じ
、
原
木
し
い

た
け
の
生
産
を
続
け
さ
せ

た
い
。

で
・
く
ら
す
遠
野
の

事
業
に
よ
る
定
住
促

進
の
実
績
は

問
で
・
く
ら
す
遠
野
定

住
促
進
事
業
の
内
容

は
。答

一
般
財
団
法
人
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

移
住
、
定
住
、
交
流
推
進

支
援
事
業
の
助
成
金
を
活

用
し
て
、
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
市
内
に
３
人

委
嘱
し
、
住
め
る
空
き
家

を
探
し
て
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
充
実
を
図
る
。

問
今
年
度
の
移
住
、
定

住
の
実
績
は
。

答
昨
年
度
は
８
世
帯
で

あ
っ
た
が
、
４
月
か

ら
５
月
の
２
ヶ
月
間
で
、

５
世
帯
９
人
の
移
住
が
決

ま
っ
て
い
る
。

問
全
国
移
住
ナ
ビ
登
録

の
進
捗
状
況
は
。

答
総
務
省
に
よ
る
全
国

移
住
情
報
サ
イ
ト

「
全
国
移
住
ナ
ビ
」
に
、

積
極
的
に
情
報
を
載
せ
て

い
る
。
今
後
は
、中
学
生
・

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を
活

か
し
な
が
ら
、
生
き
生
き

し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し

公
開
し
て
い
き
た
い
。

宮
守
ま
ち
な
か
再
生

事
業
の
内
容
は

問
宮
守
ま
ち
な
か
再
生

事
業
の
内
容
は
。

答
宮
守
ま
ち
な
か
再
生

地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
の
中
核
施
設
と
し

て
、
ｍ
ｍ
1
を
取
得
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
商
業
ス

ペ
ー
ス
と
図
書
館
の
移

設
、Ｓ
Ｌ
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

道
の
駅
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
公
共
ス
ペ

ー
ス
の
融
合
に
よ
り
相
乗

効
果
を
上
げ
て
行
く
。

　

構
想
で
は
、
ｍ
ｍ
1
前

に
は
子
育
て
支
援
住
宅
、

保
育
園
と
幼
稚
園
の
整
備

を
実
施
し
、
宮
守
総
合
支

所
周
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
公

共
機
関
の
再
構
築
、
旧
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
校
の
再
利
活

用
も
含
め
て
、
整
備
し
活

性
化
し
て
行
く
。

問
中
核
施
設
の
中
に
大

手
事
業
者
の
入
店
予

定
が
あ
る
が
、
他
商
店
街

へ
の
影
響
は
。

答
商
工
会
等
の
調
査
で

影
響
は
無
い
と
捉
え

て
い
る
。

問
大
手
事
業
者
の
入
店

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
公
共
福
祉
の
向
上
と

雇
用
確
保
で
あ
る
。

問「
ゆ
う
遊
ソ
フ
ト
館
」

の
跡
地
利
用
と
し

て
、
若
者
が
自
由
に
集
ま

れ
る
場
に
活
用
で
き
な
い

か
。答

事
業
の
ソ
フ
ト
面
で

様
々
検
討
し
て
い
る

の
で
連
携
し
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

第２次遠野市総合計画基本構想 

     ＜平成 28年～平成 37年＞ 
【将来像】 永遠の日本のふるさと遠野 
大綱 1：自然を愛し共生するまちづくり 
環境保全・インフラ・防災・防犯・交通安全 

大綱 2：健やかに人が輝くまちづくり 
保健・医療・福祉・国保・生涯スポーツ 

大綱 3：活力を創意で築くまちづくり 
 農林畜産業・商工業・6次産業・観光・定住 

大綱 4：ふるさとの文化を育むまちづくり 
学校教育・生涯教育・芸術文化・郷土の文化 

大綱 5：みんなで考え支え合うまちづくり 
市民協働・地域づくり・男女共同参画・広報 

共通優先方針 

１．産業振興・雇用確保 

２．少子化対策・子育て支援 
 

【基本理念】遠野スタイルの創造・発展 
   地域の特性や資源を生かすこと 
   自分たちのまちをより良くしようと 

行動すること 
   市民が主体性を持つこと 

【将来像】 永遠の日本のふるさと遠野
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健やかに人が輝くまちづくり

保健・医療・福祉・国保・生涯スポーツ

活力を創意で築くまちづくり

商工業・6次産業・観光・定住

ふるさとの文化を育むまちづくり

学校教育・生涯教育・芸術文化・郷土の文化

みんなで考え支え合うまちづくり

市民協働・地域づくり・男女共同参画・広報

共通優先方針

１．産業振興・雇用確保

２．少子化対策・子育て支援

【基本理念】遠野スタイルの創造・発展
   地域の特性や資源を生かすこと
   自分たちのまちをより良くしようと

行動すること
   市民が主体性を持つこと

予算等審査特別委員会
　予算等審査特別委員会（議長を除く17人の議員で構成、委員長菊池充議員、副委員長多田勉議員）
は、専決処分３件、条例４件、予算２件、その他３件について付託を受け、審議を行いました。
　今委員会では、今後の施策全般にわたり活発な質疑が交わされました。その結果、全 12議案が
原案のとおり可決・承認されました。

10 月から休診となる附馬牛診療所

利活用が模索され続けている旧情報ビジネス校

13 12とおの議会だより とおの議会だより

予 算 等 審 査 特 別 委 員 会 予 算 等 審 査 特 別 委 員 会


